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本
紙
を
お
読
み
い
た
だ
く
こ
ろ
、

鎌
倉
は
、
春
の
桜
色
か
ら
ま
ば
ゆ
い

緑
の
風
景
へ
と
、
初
夏
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

30
年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計
予
算

も
議
会
の
修
正
に
よ
り
当
初
案
と

は
様
相
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
泉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
生
ご
み
減
容
化
施
設
建
設
に

係
る
諸
業
務
委
託
料
約
七
千
万
円

を
削
除
し
、
一
般
会
計
予
算
総
額

約
５
９
６
億
８
３
４
３
万
円
と
し

た
の
で
す
。

　

市
長
は
、「
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
建
設
に
お
い
て
一
番
大
切
に

す
べ
き
は
、
住
民
合
意
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
、
今
度
こ
そ
本

市
の
安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
の

構
築
を
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

�

（
西
岡　

幸
子
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長　
河
村　
琢
磨

　
副
委
員
長　
日
向　
慎
吾

　
委　
　
員　
志
田　
一
宏

　
委　
　
員　
武
野　
裕
子

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
池
田　
　
実

　
委　
　
員　
保
坂　
令
子

編
集
後
記

　
２
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

２
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
59
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お

け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
議
員
提
出
議
案
》

国
の
主
導
の
も
と
、「
や
ぐ
ら
」
の

学
術
的
な
調
査･

研
究
を
促
進
し
、

そ
の
保
護
を
図
る
体
制
の
整
備
を

進
め
る
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
可
決
し
た
意
見
書
の
全
文
は
２

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
本
庁
舎
等
整
備
委
員
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

鎌
倉
市
役
所
本
庁
舎
等
の
整
備

に
関
し
必
要
な
事
項
の
調
査
審
議

を
行
う
た
め
、
鎌
倉
市
本
庁
舎
等

整
備
委
員
会
を
法
の
規
定
に
基
づ

く
付
属
機
関
と
し
て
設
置
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
住
居
に
お
け
る
物
品
等
の

堆
積
に
よ
る
不
良
な
状
態
の
解
消

及
び
発
生
防
止
の
た
め
の
支
援
及

び
措
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

住
居
や
敷
地
内
に
物
品
等
が
堆

積
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
悪
臭
や

害
獣
虫
が
発
生
し
、
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ご

み
屋
敷
」
に
つ
い
て
、
庁
内
関
係

課
や
庁
外
の
関
係
機
関
等
が
横
断

的
に
連
携
し
、
堆
積
者
へ
の
支
援

を
基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
行

政
措
置
を
行
い
、
建
物
等
に
お
け

る
不
良
な
状
態
の
解
消
お
よ
び
発

生
防
止
を
図
る
た
め
、
支
援
お
よ

び
措
置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
及
び
鎌

倉
市
青
少
年
会
館
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子
を
平
成

31
年
４
月
か
ら
新
た
に
４
小
学
校

区
で
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
各

小
学
校
区
に
お
け
る
子
ど
も
の
家

の
利
用
定
員
を
改
め
る
と
と
も

に
、
施
設
規
模
が
大
き
い
「
だ
い

い
ち
」
お
よ
び
「
お
な
り
」
子
ど

も
の
家
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
施

設
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子
を

実
施
す
る
子
ど
も
の
家
に
お
い
て

は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
は
臨
時
入
所
を
認
め
る
旨
を

規
定
す
る
ほ
か
、
全
て
の
子
ど
も

の
家
に
お
い
て
夏
休
み
等
の
早
朝

利
用
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
併
せ
て
鎌
倉
青

少
年
会
館
の
和
室
を
廃
止
し
、
子

ど
も
の
家
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
必
要
な
整
備
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
条

例
及
び
鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子
を
平
成

31
年
４
月
か
ら
新
た
に
４
小
学
校

区
で
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
各

小
学
校
区
に
放
課
後
こ
ど
も
ひ
ろ

ば
を
追
加
し
、
そ
の
う
ち
、
放
課

後
こ
ど
も
ひ
ろ
ば「
に
か
い
ど
う
」

お
よ
び
「
お
さ
か
」
は
市
が
運
営

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
関
連
規
定

の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

す
。併
せ
て
、放
課
後
か
ま
く
ら
っ

子
は
、
既
存
の
子
ど
も
会
館
を
放

課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
小
学
校
区

に
お
け
る
子
ど
も
会
館
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
、

第
８
号
）
お
よ
び
５
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
員
の
賛

成
に
よ
り
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
な

ど
の
所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
お
よ
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど

を
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
と
も
に
８
４
１
１
万
２

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
６
０
２
億
７
２
７
２
万
５
千
円

と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

寺
分
保
育
園
大
規
模
改
修
に
係

る
安
心
こ
ど
も
交
付
金
事
業
費
補

助
金
、
交
通
需
要
管
理
検
討
に
係

る
経
費
、
鎌
倉
地
域
地
区
交
通
計

画
策
定
支
援
に
係
る
経
費
お
よ
び

鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
冷
温
水
発

生
機
更
新
等
に
係
る
経
費
の
追
加

等
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

北
鎌
倉
隧
道
安
全
対
策
事
業
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許

費
の
追
加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
７
１
９

１
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
81
億
３
６
７
９
万
円
と
な
り

ま
す
。

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
１
１
２
万

８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
５
０
８
７
万
２
千
円
と
な
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
13
億
３
８
８

４
万
５
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
２
０
３
億
１
４
１
０
万

６
千
円
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
４
億
９
７
２

６
万
８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
１
６
７
億
２
０
１
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
６
５
６

７
万
８
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
56
億
５
４
７
７
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。

新年度
予算 第108号 平成30年度鎌倉市一般会計予算（上／修正案　下／修正部分を除く原案）

可決
可決

条例

第115号 鎌倉市本庁舎等整備委員会条例の制定について 可決

第117号 鎌倉市住居における物品等の堆積による不良な状態の解消及び発生防止のための支援及び措置に関する条例の制定について 可決

第123号 鎌倉市子どもの家条例及び鎌倉市青少年会館条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第124号 鎌倉市放課後子どもひろば条例及び鎌倉市子ども会館条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補正
予算 第102号 平成29年度鎌倉市一般会計補正予算（第7号）（寺分保育園大規模改修に係る安心こども交付金事業費補助金の追加等） 可決

議会
議案 第８号 国の主導のもと、「やぐら」の学術的な調査･研究を促進し、その保

護を図る体制の整備を進めるよう国に求める意見書の提出について 可決

陳情
第43号 広報かまくら掲載基準の見直しについての陳情 採択

第46号 国道134号線海浜公園前交差点右折レーン増設に伴い、海浜公園敷地内
に歩道を新設する計画の是非について、松尾市長のご判断を求める陳情 採択
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岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

池
田　
　
実

伊
藤　
倫
邦

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨
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司
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治
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○：賛成　－：反対

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�山田直人議員は議長のため、 採決には参加し
ていません。

※2月定例会では市長提出議案59件、議員提出議案２件、陳情３件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

全
員
協
議
会
○�

市
役
所
本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て（
報
告
）

　

平
成
29
年
度
は
、
主
要
な
５
つ

の
公
的
不
動
産
と
し
て
、
鎌
倉
市

役
所
（
現
在
地
）、
梶
原
四
丁
目

用
地
（
野
村
総
合
研
究
所
跡
地
）、

深
沢
地
域
整
備
事
業
用
地
（
行
政

施
設
用
地
）、
扇
湖
山
荘
、
資
生

堂
鎌
倉
工
場
跡
地
（
寄
付
予
定
部

分
）
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
利
活
用
推
進

の
方
針
を
定
め
る
取
り
組
み
を
進

め
る
中
で
、
全
市
的
な
視
点
か
ら

本
庁
舎
の
移
転
先
を
定
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
鎌

倉
市
公
的
不
動
産
利
活
用
推
進
委

員
会
に
お
い
て
、
市
民
対
話
に
よ

る
市
民
意
見
等
も
取
り
入
れ
な
が

ら
議
論
を
重
ね
、
２
月
16
日
付
で

同
委
員
会
か
ら
本
庁
舎
の
移
転
先

を
含
め
て
「
鎌
倉
市
が
管
理
す
る

不
動
産
の
効
果
的
な
利
用
又
は
活

用
の
推
進
に
つ
い
て
」
答
申
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、

同
答
申
を
踏
ま
え
、
鎌
倉
市
公
的

不
動
産
利
活
用
推
進
方
針
を
策
定

し
、
本
庁
舎
の
移
転
先
を
「
深
沢

地
域
整
備
事
業
用
地
（
行
政
施
設

用
地
）」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
に
議
会
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
市
長
か
ら
次
の
報
告

を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。


